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１．成田空港・圏央道と多古町の位置関係

成田空港と多古町の間に圏央道が整備される。

国道２９６号との交差部付近にインターチェンジの設置が計画されている。

多古町



２．パーク＆バスライドの設置

国道２９６号と圏央道との交差部付近にパーク＆バスライドの拠点となる駐車場、バスター

ミナル等を設置する。

３．パーク＆バスライドの活用

①パーク＆バスライドによる東総地域住民のアクセス改善

東総地域の住民が高速バスなどでのパーク＆バスライドを利用することによって、全国各地

へのアクセス利便性の向上を図る。

②パーク＆バスライドによる空港周辺道路の交通円滑化

パーク＆バスライドにより東総地域から空港へ出入りする者の入退場方法を変えることで

道路交通の円滑化を図る。

③パーク＆バスライドによる成田空港の駐車場機能補完

空港内従業者の通勤方法をパーク＆バスライドに変えることで、空港内駐車場機能を補完

する。

④パーク＆バスライドを利用した東総地域観光の促進

高速バスなど公共交通機関での来訪者が、路線バスやレンタカー等に乗り換えることで手

軽に観光が楽しめるようにし、東総地域の観光振興・促進を図る。

４．成田空港圏の広域連携

空港圏域の発展のため、広域連携の促進を図る。
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